
「平成25年4月６日～４月８日の融雪及び
低気圧による降雨に伴う出水の概要」低気圧による降雨に伴う出水の概要」

【速報版】

国土交通省 北海道開発局

札幌開発建設部札幌開発建設部

平成25年4月平成 年 月



平成２５年４月６日～４月８日の融雪及び
低気圧による降雨に伴う出水の概要

■ 石狩川下流域（札幌開発建設部管内）では、平年に比べ融雪が遅く、
3月30日時点の石狩川流域全体の包蔵水量が平年の1.5倍と推定さ

れる中、低気圧による降雨と融雪が重なり、河川の水位が上昇しまし
た。

※速報値のため、数値等は変わる可能性があります。

■はん濫注意水位超過３観測所及び、６観測所で水防団待機水位を超
える出水がありました。

■札幌開発建設部では、この出水に対し、管内の５つの直轄ダムで防災
操作を行い 下流への流量を低減するとともに ９箇所の排水機場及操作を行い、下流への流量を低減するとともに、９箇所の排水機場及
び排水ポンプ１箇所等を稼働し、内水氾濫の軽減を図っています。ま
た、札幌北部の中小河川の集まる茨戸川では、石狩川の水位上昇に
よる逆流を運河水門により防止し、行き場を失った茨戸川の水を直接
日本海へ石狩放水路から放流を行いました。石狩川上流域

石狩川下流域

平成25年4月9日現在（速報値）

石狩川下流域

石狩河口

円山

凡例

●：はん濫注意水位超過

雁来
茨戸

厚別

○はん濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じるはん濫の起こる恐れのある水位
月寒

石狩

北海道開発局札幌開発建設部

●：はん濫注意水位超過

●：水防団待機水位超過
藻岩

北海道開発局札幌開発建設部

○避難判断水位 ：避難勧告等の発令判断、住民の避難判断の目安となる水位

○はん濫注意水位：水防機関が出動して水防活動を行う目安となる水位

○水防団待機水位：水防団が水防活動するため待機する水位

下島松



概 要

浸水被害軽減のための活動状況について

札幌開発建設部では、浸水被害を防ぐため内水排除活動を行い、内水氾濫の軽減を図りました。
箇所 排水機場 び 搬式排水ポ プ 台稼動

概 要

4月7日～4月9日の間で９箇所の排水機場及び可搬式排水ポンプを１台稼動させました。
また、茨戸川の洪水を直接日本海へ放流させる石狩放水路からの放流を行うとともに、
千歳川遊水地（嶮淵右岸地区）は掘削工事等を進めているところですが、南九号川の流水を貯留して浸水被害を軽減しました。

平成25年4月9日現在（速報値）
※速報値のため、数値等は変わる可能性があります。

◆遊水地への貯留

千歳川遊水地（嶮淵
右岸）では、掘削工事
等を進めており、遊
水地内の南九号川よ
り工事中の遊水池に

石狩放水路

千歳川遊水池（嶮淵右岸地区）

流水を貯留して浸水
被害の軽減をしまし
た。
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石狩放水路

茨戸川
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◆排水機場稼働状況

河川名 市町村名 排水機場名 稼動状況 稼動時間

篠津川 江別市 ①篠津川排水機場 稼動終了 約6時間
篠津川 江別市 ②八幡排水機場 稼動終了 約50時間

4月9日22時現在
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茨戸川
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② 排 場
石狩川 新篠津村 ③新篠津排水機場 稼動終了 約19時間
豊平川 札幌市 ④雁来排水機場 稼動終了 約61時間
豊平川 札幌市 ⑤厚別排水機場 稼動終了 約28時間
厚別川 江別市 ⑥世田谷排水機場 稼動終了 約39時間
厚別川 札幌市 ⑦山本排水機場 稼動終了 約18時間

北海道開発局札幌開発建設部

可搬式ポンプによる排水
（厚別第２号樋門）約19時間稼動

⑦ 場
望月寒川 札幌市 ⑧月寒排水機場 稼動終了 約13時間
創成川 札幌市 ⑨創成排水機場 稼動終了 約10時間

排水機場合計 9箇所



概 要

石狩放水路による水位低減効果 平成25年4月10日現在（速報値）

※速報値のため、数値等は変わる可能性があります。

運河水門により石狩川から茨戸川への逆流を防ぐとともに、石狩放水路により茨戸川から海に放流するこ

とで、茨戸川の水位を約７０ｃｍ程度低減したと想定されます。

運河水門

狩放 路

石狩川

石狩放水路石狩放水路

凡例

施設が無い場合に冠水の可能性が
あった区域(約360ha)

放水路水門
1.50

茨戸川水位 石狩川水位（運河水門下流）

放水路水門
開 扉

約360haの浸水を軽減

茨戸川

1.00

水
位
（
E
L
.
m
）

放水路水門
閉 扉

0.50

茨戸川の
水位低減効果

冠水の可能性がある区域は想定です
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12:00 0:00

4月8日

12:00 0:00

4月9日

12:00 0:00

4月10日

日 時

北海道開発局札幌開発建設部

※4月10日0時までのデータをもとに作成



豊平峡・定山渓ダムの防災操作と効果（平成25年4月7日） ～豊平川の水位を約１ｍ低下～

○平成25年4月6日からの融雪及び降雨により、石狩川水系豊平川流域では流域平均総雨量54mmを観測し、豊平峡ダムへの最大流入量は約

ほうへいきょう とよひらじょうさんけい

いしかり ほうへいきょう

じょうざんけい

とよひら

147m3/s、定山渓ダムへは 約72m3/sの流入量を記録しました。

○今回の防災操作において、豊平峡・定山渓両ダムでは合せて約416万m3(札幌ドーム約3個分)の水を貯留し、下流の河川へ流す水量を最大で
約180m3/s（約9割）低減させました。

○この結果、ダム下流の雁来水位観測所地点（北13条大橋付近）では水位を約1ｍ低下させ、「はん濫注意水位」を超える水位上昇を抑制した
と推 されます

じょうざんけい

ほうへいきょう じょうざんけい

かりき

豊平峡ダムの防災操作豊平峡ダムの防災操作豊平峡ダム・定山渓ダム豊平峡ダム・定山渓ダム位置図位置図

と推測されます。
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下流の増水をピーク時で
約123m3/s抑えました。

ダムから放流した最大水量約24m3/s

約72m3/s

ダムに貯めた水量
約64万m3

下流の増水をピーク時で
約64m3/s抑えました。

ダムから放流した最大水量約8m3/s

定山渓ダム
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4月7日

約1mの水位低減
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雁来水位観測所付近 雁来水位観測所地点における水位低減効果雁来水位観測所地点における水位低減効果

0
:0
0

1
:0
0

2
:0
0

3
:0
0

4
:0
0

5
:0
0

6
:0
0

7
:0
0

8
:0
0

9
:0
0

1
0
:0
0

1
1
:0
0

1
2
:0
0

1
3
:0
0

1
4
:0
0

1
5
:0
0

1
6
:0
0

1
7
:0
0

1
8
:0
0

1
9
:0
0

2
0
:0
0

2
1
:0
0

2
2
:0
0

2
3
:0
0

0
:0
0

4月7日 0
:0
0

1
:0
0

2
:0
0

3
:0
0

4
:0
0

5
:0
0

6
:0
0

7
:0
0

8
:0
0

9
:0
0

1
0
:0
0

1
1
:0
0

1
2
:0
0

1
3
:0
0

1
4
:0
0

1
5
:0
0

1
6
:0
0

1
7
:0
0

1
8
:0
0

1
9
:0
0

2
0
:0
0

2
1
:0
0

2
2
:0
0

2
3
:0
0

0
:0
0

ダムがなかった場合の
想定水位 EL=7 5

8.00 

9.00 

10.00 

11.00 

12.00 

水
位
（
ｍ
）

ダムが無い場合の
想定水位：7.5m

約1mの水位低減
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計画高水位 EL.11.74m
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実績水位 EL=6 7

想定水位 EL=7.5ｍ

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

7.00 水

※速報値のため、数値等は変わる可能性があります。

水防団待機水位 EL.5.4m
防災操作開始

実績水位：6.7m

約2.60mの水位上昇

防災操作開始
EL=438.91m

実績水位 EL=6.7ｍ



桂沢ダムの防災操作と効果（平成25年4月7日） ～幾春別川の水位を約2ｍ低下～

○平成25年4月7日からの融雪及び降雨により、石狩川水系桂沢ダム上流域では流域平均総雨量約27mmを観測し、桂沢ダムへの最大流入量は約
/ 流 量を 録 ま た

いしかり かつらざわ

かつら ざわ
いく しゅん べつ

かつらざわ

110m3/sの流入量を記録しました。

しんかわ

○今回の防災操作において、桂沢ダムでは約614万m3(札幌ドーム約4個分)の水を貯留し、下流の河川へ流す水量を最大で97m3/s（約9割）低減
させました。

○この結果、ダム下流の西川向水位観測所地点（岩見沢市新川橋付近）では、水位を約2ｍ低下させ「はん濫注意水位」を超える水位上昇を抑
制したものと推測されます

にしかわむかい いわみざわ
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西川向水位観測所

ダムから放流した最大水量
約12.80m3/s

下流の増水をピーク時で
約97m3/s抑えました。

4月7日

西川向水位観測所付近
桂沢ダム貯水状況桂沢ダム貯水状況
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西川向水位観測所地点における水位低減効果西川向水位観測所地点における水位低減効果
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はん濫危険水位 EL.13.90m

防災操作終了
EL=171.02m

防災操作開始

実績水位：8.9ｍ
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実績水位：8.9m

防災操作開始
EL=168.48.m

※速報値のため、数値は変わる可能性があります。



漁川ダムの防災操作と効果（平成25年4月7日） ～漁川の水位を約1ｍ低下～

○平成25年4月6日からの融雪及び降雨により 石狩川水系漁川ダム上流域の奥漁雨量観測所では総雨量約129mmを観測し 漁川ダムへの最大流
いしかり いざりがわ

いざり がわ いざり

いざりがわおくいざり

○平成25年4月6日からの融雪及び降雨により、石狩川水系漁川ダム上流域の奥漁雨量観測所では総雨量約129mmを観測し、漁川ダムへの最大流
入量は約68m3/sの流入量を記録しました。

○今回の防災操作において、漁川ダムでは約229万m3(札幌ドーム約1.5個分)の水を貯留し、下流の河川へ流す水量を最大で60m3/s（約9割）
低減させました。

○この結果、ダム下流の日の出橋水位観測所地点（恵庭市日の出橋付近）では、水位を約1ｍ低下させることが出来たと推測されます。
え にわ ひ でひ で

いざりがわ
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3
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位
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)04⽉07⽇11時00分
ダムへ流れ込んできた最⼤⽔量

約68 00 3/

下流の増⽔をピーク時で
約60m3/s抑えました。

漁川ダム 日の出橋水位観測所

流
入

量
・
放

流

貯
水

位ダムから放流した最⼤⽔量
約28.67m3/s

約68.00m3/s

ダムに貯めた⽔量
約229万m3

日の出橋より下流方向
（日の出橋水位観測所付近）

日の出橋水位観測所地点における水位低減効果日の出橋水位観測所地点における水位低減効果

04月06日
漁川ダム貯水状況漁川ダム貯水状況

04月08日

ダムが無い場合の
想定⽔位：29 3m

04月07日

計画高水位H=32.37m
はん濫注意水位H=31.30m

水防団待機水位H=30.60m

防災操作終了
EL=163.40m

ダムがなかった場合の
想定水位：29.3m

実績⽔位：28.0m

想定⽔位：29.3m

水
位

（
ｍ

）

約1mの水位低減

防災操作開始
EL=159.91m 実績水位：28.0m

※速報値のため、数値は変わる可能性があります。



金山ダムの防災操作と効果（平成25年4月7日) ～空知川の水位を約１ｍ低下～

○平成25年4月7日からの融雪及び降雨により、石狩川水系金山ダム上流域では流域平均総雨量約48mmを観測し、金山ダムへの最大流入量は約
い し か り かなやま

そ ら ちか な や ま

かなやま

130m3/sの流入量を記録しました。
○今回の防災操作において、金山ダムでは約460万m3（札幌ドーム3個分）の水を貯留し、下流の河川へ流す水量を最大で130m3/s（約10割）低

減させました。
○この結果、ダム下流の布部水位観測所地点（富良野市布部大橋付近）では、水位を約1ｍ低下させることが出来たと推定されます。
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布部水位観測所
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累加雨量

4/7 2:00～4/8 2:00
流域総雨量48mm（ダム流域平均）
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金山ダム
下流の増水をピーク時で
約130m3/s抑えました。
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貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s） ダムに貯めた水量
約460万m3

4月7日16時00分
ダムへ流れ込んできた最大水量

約130m3/s
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ダムから放流した最大水量 約1m3/s

貯
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放

流
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約460万m
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金山ダム貯水状況金山ダム貯水状況
布部水位観測所地点における水位低減効果布部水位観測所地点における水位低減効果

はん濫危険水位 H 186 2

計画高水位 H=188.0m

4月7日 4月8日

布部水位観測所付近

188

約1mの水位低減

水防団待機水位 H=183.4m

はん濫注意水位 H=184.0m

避難判断水位 H=185.7m

はん濫危険水位 H=186.2m

ダムがなかった場合の
想定水位：182.5m

ダムが無い場合の
想定水位：182.5m186

184

182

防災操作終了
EL=327.15m

実績水位：181.5m
実績水位：181.5m

180防災操作開始
EL=325.85m

※速報値のため、数値等は変わる可能性があります。




